
Medical and Pharmaceutical Society for WAKAN-YAKU

NII-Electronic Library Service

Medioal 　and 　Pharmaoeutioal 　Sooiety 　for 　WAKAN −YAKU

P　−33

十全大補湯 ， 補中益気湯による

コ ル チ ゾ ン の 副作用軽減作用
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　目 的　扶正怯邪とは 中国伝統医学の 疾病治療の 原則で あ る。怯邪 とは病因の 除去の こ

とで ， 扶正とは虚証 に 対す る治療概念で ，罹病に よる人体OD気，血 ，津 の 機能失調 （虚

証 ）を 回復させ る こ と で あ る 。 薬物療法 で は ，気 ，血 ，津の 機能に 関係した中薬よ り 構

成さ れ て い る十全大補湯 ， 補中益気湯等の 補薬方剤が 繁用さ れ て い る 。 扶正 の 概念は 中

国伝統医学独特 の も の で ，西洋医学的に は ホ メオ ス タ
ーシ ス の 維持，回復 ， 免疫増強な

ど と 考え られ て い る 。 しか し人体の 気 ， 血 ，津の 機能に 基づ い た 扶正概 念に 関する研究

は 見あた ら ない 。 近年 ， 各種薬物の 副作用軽減の た め に 漢方方剤が 用い ら れ て い る 。 薬

物 の 副「乍用 に よ る 各種の 機能異常は人体の 気，血 ， 津の 機能異常 と も考え られ る 。 本報

で は扶正概念に 科学的な根拠 を与え る こ と を 目的と し て ，補薬方剤の コ ル チゾ ン （以 F

Cor と略記 ）に よ り起こ る機能異常 の 回復作用に っ い て 検討 し た 。

　方法　第 1 日 目に Cor　35　M9／kgを ddy 系雄性マ ウス に 皮下 投与 し，Cor 投与群 に 十

全大補湯 及び補中益気湯湯 液，各 々臨床使用量 の 10 倍量を第 1 日目よ り 5 日間 ， 1日 2

回に分け経 口投 与し た 。 6 日目 に 胸腺を 摘出し
，

重量 を計測 し，対照群 ， Cor の み投与

群と比較 し た 。 ま た ，両方剤 の 構成中薬中 ， 共通 して い る も の （人参 ，黄營 ， 当帰 ，甘

草 ， 臼求 ）に っ い て 同様の 1乍用 を検討し ，更に 作用 の 認 め られ た 中薬に っ い てはそ の 有

効成分 の 検索を も行 っ た 。

　結果 　f全大 補湯 ，補中益気湯投与で 共に Cor 投与 に よ る胸腺萎縮を有意に 回復さ せ

た 。 ま た ， 両方剤構成 中薬の うち ，甘草煎液 （中薬と して O．69 ／kg／ day ），黄耆煎液

（中薬と し て 0，49 ／ke／ day ）は各々 経口投与で Cor に よ る胸腺萎縮を有意に 回復させ

た 。甘草中 の 有効成分はグ リチル リチン で あ り，50mq／腫〆 day経 口投与で 有効 で あ っ

た 。

　結 論　繁用 され る補剤 ， 十 全大補湯 ， 補中 益気湯に は Cor に よ る胸 腺萎縮を回復さ せ

る 作用が認 め られ ，構成中薬の 内甘草と黄耆に そ の i乍用が認め られ た 。甘草中の 有効成

分は グリチ ル リチ ン で あ っ た 。i乍用 の 認め られ た tt草及 び黄耆は 共に 補気薬に分類さ れ

て お り ， 気虚証 と本「乍用との 関係に興味が も た れ る。
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